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はじめに

IRA第 20回年次大会が、 1975年 5月 J3日から 16臼まで、ニューヨーク市で関協きれ

た。との本会議に先立ちPreconvention Instituteが関連した主題男IJにわかれて、 20

、会場でなとをわれた。築考が参加した Institute6は、 Austinにある Texas 大学の

Thoma s D. Ho-:rn司舎のもとで“ UpdatingLangbage and Reading 

A s s e s sm en t f o:t L i n inlI S' t i c a 1 1 y - c u 1 t u r a 1. 1 y -n i f f e r e n t 

Populations Instr.utional pre5criptions and Attitrides" とい

う標題で始まった。そのをかに、いろいろをトピックスがある o 対象はクラスルーム教師、指導主

事、鞍員事合成関係者であった。ととで紹介するのはAssessment of minority 

Reading Dieabilities について、テキサス大学のThorn a s 0 a K . 1 a n dと'Kevin

Bu ck 1 eyが発表した論文をとりあげ考察してみるととにする。

E 事f7lJ研f~，

亡の論文はよみ不能宏子供達と発表者還が共に作業した時に用いたいろいろを戦術争評価し、リ

ヒラ二一し7号本のでーその論点の中心はとの場合!.-j:主に、黒人小数グノレーア平供違約中に介在十早教

育;6理常的評価に告かれている。先ず、教育的評価の意義につ同て考察してみよう。

教育評価とぽ教替に関寸る儲髄にてらし七守徒の学習、行動、その他わ教育的事象を批判すると

とずある D ヲまり、証評価しようとする対象?教育的在価慌基準に照ちして観察vするととである O 教

育i士会什る倍値ば多'くの場合、教育のま型念とか目標とかに具現きれている。しかし、教育評価の呂

的そ十丹果す為には、ヰ徒の知能、適性、学力、態度、興味、適応性、身体健康、環境企 J広〈人

格の全面から評価し、統合自'siこ解釈し宕ければ走ら在しぺとM うのである。継続的をプロセスにより、

その変化がとらえられる o 現代の教育評価は診断的に、どこがよくて、どとに欠かんがあ手か、内

部情況を分析的に示寸とれこ特色がある。

守供達の学問的関難を証言するために、どのように効果的に働きかければよいのか、実際の問騎

にであう教師達の助けにするようを確かを評価技法が使用されているかどうかは疑問である。すべ

ての子供によみの按術を最大限に発達さ-ぜる ζとができるか止いう点について、かんたんに解決す

る方法がまいという乙とも、今の所、事実である。ある一つの指導方法がすべ?ての子供に効果的で

あるという証言はありえをい。

よみの本質論として、先ず、よみの重要性が、どこにあるかを明確にする必要がある。次は、よ

み教授に金ける広範在構造の認識があたえられるととである。よみの達成は知識に通ずる道である。

ぞれはまた、すべての学問的在介野に長ける成功にも通じる。在ぜ者ら適切企情報を集める手段が

よみによって得られるからである。個人に関する価値として、よみは全体的合人間形成の過程で、

社会的価値もすべて含むように在る。よみは情緒的緊張感をやわらげ、人間に関するいろいろを問
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顕す見抜く判断と思考力を育て、ift!l人的視点す拡め、実際的に倉IJ造の世界へ導く自己概念の確認す

る ζ とに機能する。

よみについては、いろしぺろな見解.がある。よみの生習が受動的プロセスで、語は単走る補足にす

~'*いという誤解もあるρ しかし、人々付よみす通じて、全人類に独自に貢献し、長互いの目的、

共通な業綴をたたえE理解する口ぞとから拐事上る好意が自己概念を高めるのである。

ぞとで、よみ不能の子供達tこっき解決の方法，:;r考えるいろいろ左出版物があるが、それらは様々

合主題につv..て脅かれた専門的合論文、実，践的記録、そ，の批判を反挟十るものの三種類にわかれる。

しかしそれνらのうちに、一貫しァて綜合ーした効果を官たらす，ものを求めるのはむづかしい。

発表者の場合、，3，つの異った特徴をももっ介在モプルについて論議している。。特徴的、原国的、

あるいは、医療モデJv，. .2) 特徴的治療的、あるいは、フ・ロセス・モデル 3) 問題分析モデルの

3つである。との中で問題分析モデルが、小数グル?プのよみ不能者の原因を明らかにするために

もっとも効果的に作用するのでは安いかといわれているo

実際の例!として発表者は 4年生に在る少年へンリーをあげて説明している口彼は黒人少年で市内

の学校に通っているが、実際よみの場合、その進震が学年標準よ bも1年半から 2年も台くれたク

ースである。ウエプという担任教師がヘンリーの学問的能力す助成するには、十分を努力が必要だ

と判断してへy リーの近所つきあい、!社会的パタン、情緒的発達、その他の情況を知るように在る。

発表者はへ y リーの専門的治掠をプぞのまれると、まず完全に援助できるかどうかについて、介

在プt::.土スに入る前に、彼の生長、発達、学習、その他のよみに影響をがよほし売重要を要因にを

って凶るものについて考えるロ子供のよみの技術?知る場合、 3つの重要在クラスターがあげられ

る。 1) 子供約特徴 2) 父母によって提示される環境的特徴 3) 学校関係の特徴であるo とれ

ら 3 つのクラスターそれぞれにつきヘンリーの診断介在活動に適当であるかどうかを理解出来~)段

締まで話しあう。

(1) 子供の諾特徴

平供の特性には、物理的鍵康、知能、言語と知能的可能性、並びに、社会的、情緒的、動機的特

徴によって決定さ3れた学習に対寸る準備までをも含め九れている 9:子供の成長と発育の謂査では子

供の発育に重要存影響を:ló"'~Jます諸要因つまり、物理的要求のクラスターでは鍛素、体温安定、睡

眠、担食物、ー排~き在ど隻存を維持するために、‘満足させなければ在ら在いものが明らかにされた。

最近の生器学調査で除新陳代謝が人間に残す生化学的徴とうが、様々在方法で、人間の心理学的、

社会学的、教育学的発達と絡みあっている乙とを明らかにした。さらに蛋白質ゎ欠乏とピタミンの

欠乏が、他の新陳代謝配列に問題を引き起こし.これらが多くの学習問題の起因と在る ζ とを明白

にしている。

議草Lき心理学約成長は、ある望ましき場が存在オる時にをとる。その場とは 1) 物理的に密

接年饗する唱ヰ)他の重要左ものからのよい評価、"3) 問題を超越する解決を支持す?る、 4) 適当

走行動を構成するにつき‘不確実性を除く乙と、 fj) 自治つま型強制的左統制から自由に在るとと、

6;能力的によくやっ売という満足感、 7)適合つまb自身の期待と他者が望むものが一致する行
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動、感情、思考、 8) 事j激、 9)環境統制の意義をどーーの条件である。 9つの条件は子供の人間

形成に役立つ。

1 9 6 6年Colmanによって報告されたデータに黒人の子供述にとって、特に注目ざれた 3つ

の要因がある白それは子供のよみにi討する関心の震合山、す者わち学習に関連する学校の工みとは

別にさ芋校ではみられ左い独特の学習、自己:概念、運命iと対すtる銃器IJ意識である。調査のをがで変化

しやすい讃j定は、家庭背景のすべての漉j定と学校ギあるとぎれている。けれども、とり bけ、とれ

らの要因が3年生れ段階で、すべての生力に深川関係をしめしている。

臼人の子供述に比べ、黒人の子供還が学習止よみに高5若者興味?持って同るととが報告ぎれてい

るので、自己概念については、ほとんど相違が寸¥/:10 しかし、運命に対やる統制の自覚意識が低い

故に、ぎまぐれのよう在徴侯をみるばあいがある。黒人小平供連は彼等ゎ環境を統制すれば、 ;'l生活

だけで者く学問的にもよく出来るイ傾向を示す。恵まれたグループからの子供連は、その環境が殺に

jJつをらげ対応出来る。

知性、言語、認知的能力については、他の子供の特徴がへンリーのよみ学力に影響しうるものが

あるo 工みが出力と入力のフ・ロセス止して、知覚きれる場合、止くに視覚と聴覚の刺激が:重要含役

割を演ずるのである。

視覚の知性樫力1は知能的能力を統制しfc持、黒人白人両方の子供還に恥いて、!司増;に発逮しうる

ととが確認される占しかもIj¥数グルーフ・の低凶社会経済地位からの子供述がミドんクラス加子供述

に比べて視覚的知能的問題を冬くもっているととが実証されている。聴覚知能力には、種族ある iパ

は社会階層の諸相呉があまり反映し在¥/:1が、抵階j習出身の非標準轄す使行ものの場合、比較的に困

難をもっているととがわかる。

子供達の言語特徴の研究では、言語能力がよみ学力に決定的在影響をか手指している。よみの定

義を発遠心理学的金よび言語準的基礎に求める中で、よみが思考過穏と雷語能力に大きく影響きれ

るこ止を、学校教育のカリキュラムは強調している。

受容と表出、言語能力の発達はー伝達、に剖十る重要在両輪として言語的素養を向上きぜるばかり

でをく v 近い将来よみを基礎教科として変えていくプロセスどいう見地かもも大事に見られてh る。

その時期ほ就学部Iから 1年生の間で、よみ、かき、きく、は在すの各言語活動につ凶て注意を促し

ている。

、小数グルーフ，D}jljに、メメキリコープメリカ系、Jインデアン・アメリカ系、アフリカ・アメリカ系在

らびに黒人子供達の言語能力す調査した研究でー音声的一統語的、文法的相異がよみの困難の理由

に左 bうる乙とがしきされている。

知能的能力と学問的発達との相関関係は‘研狩調査を通じてもつを注目きれるように在った。ひ

をつの発見として学力適正を測る知能テスト (IQ) ばよる単一的ー制面よbも」いろいろ在社会階

層、小数グループの子供達を統合L総合的見地から評価する方法が学校教育を続ける在かで、より

正Lい相関関係を示しでくれる。ただL:.低学年でのよみ学力は他のプロセス変容に伴うよりも、

学力発達測定にj:，"'¥nて高疫を相関l関係がみられる。
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ヘンリーの人間形成、知覚‘言語と認知的諸特徴が治療介在モデルの尺度を終えた時‘はじめて

将来の解明とリビューが保証される。

(訪父母の諾特徴

父母は多くのi習で事主左教習的プロセスに関与する口ヘンリーの生理学的、物躍学的、心理学的

諸特徴は、父母の先天的関与の一帯[)介で決定きれるが、それは影響小出発点である。発達段[者では

環上立の影響のほうが強泊。特J.lIJ在父母の特徴に関する調査は、 A、数グループの黒人子世騒の工み不

能について、少くとも棋を宇的き影響を与え在いことを明らかにし庁口むしろ震安全要因は環境であ

る、

設経i務墳の不十介きは手や心で経験される口形、大き手、色在!匂どであそぶ;lo"もちゃの効果性がよ

みの能力に影響する点があげられる。家族対話の経験が不完全左場合、新しい詰を伴う表現が自由

に訓練習わる機会が不十舟に升るo 特に、形容詞、部j詞の練習が乏しい。

Bein円 te hlは家族の言語活動のγスマテック者研究を行った白比較的多くの家族例で分析さ

れ7r結巣によれば、小数グループの使う言語と中産階級にかいて使われる言語の内容は、特に手期主

性にか凶て異っている ο だから、学校で期待している念入り左言語を小数グループの子供達が在ら

ってかい|浪 h、彼らは主主校で使用する言語に図離を感じるばかりである D

経験心瑚学的オブヲ法す用いプ?研究では、社会的に;恵まれをい小数グループのよみを条件づける要

紫として、聴覚、視覚上。可欠陥があげられているが、それらは耳や目という外的器官の欠陥で左く、

時間、数、その他の茶礎概念で、みる、きく、原芳するという習慣が不適切であるととに由来する

と思われる O

子供の認知発達の要因をすす家庭?の経験を分析する時、!字:歴前わ経験の差具、つまり十分準備

がで女ているものと、その準備が不十分・をもれとでは大きを開きが生ずる白個人的意訟の強い父母

れもとで習った二子俳還は、もっと帯概念言語知識す発展する傾向がある。彼等自身の見解を主張す

る機会が多くあたえられプぞからである口ま-k..他の家族がみんきについて語り合今場でよく開く立

場になかれる機会がある故、きく練習も十分にもつ機会があるととろから言語能力の差を見る o

学力に対する黒人家族の構成影響を調べた研究では、学力不十分の子供の父母がもっとも厳格で

統制する傾向がある。彼らは肉体的に罰する→方、感情移入の表現に欠け、伝達パタ y の不完全さ

が父母に関する議論で浮彫にされている口

多くの子供遼はf単校教育に対する不適応と、社会の主流に含まれなかった父母の怒り，と恨みが否

定的企要素としてるらわれ、学問的成功、引き継ぐ職業、財政、社会的報酬を得る ζ とに失敗する。

一般的在学校での行動と道椿的判断になける父不在による否定的在影響が研究の成果で明らかにな

った。ぞれは子供連のよみ能力に複雑在影響をも売らしている口

母親が子供達にどのように影響するかの研究は、指導スタイノレと母子相互間の関係に焦点を合わ

せて行われた、ノj、数グループの母親達は車接行動的で命令的であるが指導的では在い。彼女達は子

供濯が問題解決をする際に、理解の助けに在る指示を与える ζ とができず、そのうえ子供連がをと

えどっていることが正雄かどうかというととについて，も見当がつか者い。子供の公的教育の期間中永
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読する重要者責任が残寺竹ている醸し-父母の適格世帯j断がとり費怪感を養うために、工 b役立て

られるべき左のであるが、母親達はそれができ在い。

(3) 学校の諾特徴

教師と行政関係者は港校を通じ、それぞれわクラスの中で適切在雰囲気を造成する役割を持って

いる。さらに教育の目的に対するスタップの原理、、はっきりした自擦を設定して成長を激励する適

切か学習経験す構成する能力、生徒逮に対してもっている向上心と期待心在苫が、ヘン 1)ーの学習

に影響しうる重要左変容のセットを?をす D ノト数グループを扱う教師には、文化的に、社会的背景の

異在る言語についての毘難性等について特別企註意を含めた専門的合資質が要求ぎわる。教師の学

問的学習経験の重要性を行動支配で強調される指導戦術によって、教師は子供述の一評価の重嬰性を

更新するととに在る適切?を胆標iと向う。

教師の期待と伝達のモデルがさ註力の重要在修正を期する。奉安部が高醍者期待をもっ7そ生徒遼との

相互障係と、イ~~期待しかもってきい平供達去の相互関係を比べてみた場令、教師自身の欝度が批

判的で強制的宏面を低~期待じかもってすい平供還にむけられていると去をみのがしでは全ム在い。

殻に小数グループを指導する教師に大切寸のは、ととろがともっているかFうかと凶うととで、そ

れが学替の戒功、失敗を決定する。子供述の言う ζ とをふたたかく聞く耳をもっととがのぞまれる

わけでふる。

学校の諸要因がよみの主主力に影較しているととを示すむニヱ・ーヨーク市の教習局で刊行きれたリ

ピューによれば、 2つの小学校に幸子ける教師と行政関係者rの実践の比較の結果、生徒連の家庭z環

境、言語の関雑性、移動牲につ凶ては、ほとんF変りをいが‘よみの坐カに長いてだけは異ったこ

とにつ h てみられる口

す在わち、よみ学力について 2つれ坐校が採用Lている教育方針、態度、プロセス、実践による

指導の効果性‘教師連の訓練程度、経験、骨材の適切さ、よみ指導のアプローチについては相違点

が認められをかったが、唯一点、学校の行政的テームの能力がとても異走っている点である口

一方の学校では、生徒、教信市、父母が平和的に学校の方針に協力する好ましい雰囲気のをかで、

企画した決定がたやすく実践に移され、子供達がもっと多〈学ぶように多〈の機会が与えられる。

しかしもう←方では、:有意義宏教菅的プログラムをも rっているが、実践iIDでは大き在混乱が見られ

る。‘行政的行動と方針が直接、二子供達れ教育に影響そがよほす。主在要因は子供、父母、教師、行

政関係者、地域社会の人々の間に長ける相関関係、す在わちノ'(間関係、である o

適切で効果的者治療的介在モデルから学問的能力と行動は開発を目標とするシステムが構想され

ねば在ら在い。そのシステムは、1)継続的であり、， 2) 教授的に適切である行動に焦点があてら

れ、 3) 改善出来る諸行動が強調され、， 4) クラスノレーム教師がキャンパスの他の教育者〈管理者、

行政者を含む)と共に責任があるととを認知し、 5) 彼等に役に立つ特別者情報を与える7そめに必

要であ;p. 3つの治操介在モデルは、乙れらと他の基準との関係で評価きれ記述きれうる。

E 三種類のモデル

(1)特徴的原図的モテ。ル…医療モデル
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最初のモデルは病理主芋的、物理学的、心理学的方法で、ヘンリーのよみ不能の原因を説明すると

とである。多くの治設的事例研究を通じて、栄接的、物理的、解剖的、変化の不秩序、病気、頭悩

f:Jjzか¥/九発達的欠乏、或は蹄在どが不能の理由の主在ものである。

代表的在方法は薬物治療、 f間人指導、、カ y、セ 1)/'グ、学校の在かでの心理療法、病院あるいはク

リニックずrである。子供は視覚、聴党を総合的に評価され医療検査を受けねばならをい。学問的

社今的‘情緒的諸問題は睡眠不足、不適切を栄表、 7その他の子供の身体的健康に由来する。

心理療法とかカシセザングは平供にとって生活指導的在援助方法であるので、直接的に学問的発

速に導か在い。!とのモデルに伴う落瞬間顕は典型的に教育的介在をきけているととである。

不十分在注意しかへy リーの能力とよみ技術に関する理解に与えられ在レヨ。そ ζ でへンリーのよ

みの技訴を改慈するために、まプそそのためには、教授プログラムがどのよう K作られるかというと

とにういて。の具体的在示唆が提供きねた口教師がヘンリーの効果的常習をあまり期待してなかった

ととがみられる。

'(2) "特徴的診断的モグループロセスモデル

とおそデJレiとほ子供と学校が関係して来る。工みにもっとも重要者関係がある研努を通じ、同一

化した特別君子過程能力をテストするととによってよみ不能の原思を£きらかにする傾向があるa 子

供h知免比擁信をかれ言評と認制'9~者能力が、よみ学力の基礎ををす意義あるプロセスの中で、

構成きれセい:~標準化されたテストにないて、との分野でわへY リーの助けに在りうるという VポL

ートをウエプに送る。それは、言語、知能瑚解になける弱点と強点、そのアウトライ Yを文書にし

て、へ/'1)ーの知覚カを発達きせるととによってもっ去よくよめるようにをりうるとしらせる白

とのモデルについては直観的に教育者が意見?もち、初等学校でよく用しられる口しかし、その

前に必tず知、aってふぐべき 3つの基礎的接関がある。 1) 最初の知能力言語、 IQの標準化したテス

トの後、手女授的浜定をする場合、個別化した子供によって用~られるとれらテストに十分者信頼度

が関保するだ'b~九，~ 2) とれらわ能力を号謎させるにつき、成功的に介在出来るかEうかである。

3) 也じず」子保め知覚ど言語あるいは 1;Qを発達させるととが出来れば、よみ改善に導かれるだろ

うか。以上必3点であるふ

①聴方φ知覚標準化L安テストによって聴力知覚の諸技術を高めるととんよみの学

力は関係するだろうかよまたー・1テストが子供達の個々人の治療に用凶るととカ号午される程充分関係

があるのかロ‘1famliîl1 と La:rsen(1974)の3，3の適切左研究のリピューはよみと聴力

諸技術の、最近〕般に標準化したテストによって測定ぎれた時、実際しうるには、あま bにも低すぎ

，る、と報告てしている。

同じ結論部M01re'nc'y(19(1'8)-:Qyk str a ( 1.966 )による、よみと聴力知覚の相関関係研

究に関す毛ザぜ品ーで出て来、?てい長官最も返〆の研究も聴覚能力が標準化きれたテヌトのよみとはあま

り関様者いをこどを示唆し℃いる o 1与党がって治療的に有効で在 ~'O また、誌在黒人の子供達の調査

が以前のプログラムを使って行われたが、その結果もやはり効果的では左h という。さらに、聴力

知覚の不能者子快速が特別在諾技術訓練を聴力改善のためうけたものも、受け左かったものも、よ
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みの発;達の早ぎにあま b差は左いのでるる。だから、最近聴力知覚能力とよみ技術発達につき黒人

の子供還のため企画した叶在プログラムは注意をひか7まい。

②視力知覚 向iニ結果が視覚能力を諮査した文献の中からも導き出された白

百aηnni11 は最近の調査に卦い疋訓練された摂党知覚が学校の学習を助長し在~ζ と、視力知覚

プロセ封は訓練され得在いと ξを示し犬。結局介在するプログラムではなされをいととがわかる。

視力正聴力技術がよみにとって重要であるととが否定されたのであるが、それに込かかわらず、

どれ吟のテストは最近標準化されたテストとしては評価きれよう。 1) よみ去の関連が識別ぎれて

来る袖り方法がたやすくしたれよ bも低い 2) ー殻に{国々の正確在治療を在すのがあまりにも低

く関連している の比較的一般的苦介在プログラムす通じ主要を改善が受けつけをい。

③言語能 力 母校教育の成功iこ、言語能力の関係とどう拡げていくか、学弘明包成功に伴

ち関係についてPeabody Picture vocabulary Test(1955、相関は.20と.40 ) 

が利用きれよう。もっと言語能力を綜合的にテストするものとして、 Illinois Test of 

Psycho'I in宮ui s t i c A bi 1 i t i e s ( 1 TP A)があるが、 ζれはよみと関係してをい。

(Ne宵 co'm'er， and 'H'3.mn i 11 ) また、話し言葉企よみれ学力関の関係もテストの種類によ

って一定では若いれ C.~5(Rlch 1972)， .69(Efort 1974)J 話し言葉測定からの

デムタ!今用いた文法的能力は、黒人子供達の問で、よみさ止力に伴う音声的能力よりも、いくらか高

い関採す示している円

言語能力と工み学力す向上するために企画した介在プログラムがHanrni11 と LaS8en

(1974 )の研究によって、‘あまりよく出来在い子供達に心理言語学的訓練を調査した 16の事例

につき論評している。とれら研究の主企ものが ITPA で子音の心理雷語学的能力が向上し‘たよう

にみらわている。言葉の表現、一般的言詩能力がもっと介在に対応する。よく出来合い子供に対ず

る個別化じた活動の場舎、成功があきらかにをる。また、言語訓練が個別化され在いグループ・メ

ソードで、ビーバーテ言語開発キッツを使用し売時も成功がはっきりする口言語能力改善に僅か成

功があるにしてし一般言語プログラムの結果としてよみになける改善は出来在かづた。

④知能 1 Qとよみ学力が常に一貫して在い相関関係であるにしても、相関関係数は、

一般に ~'4 5から 'l5 (Ma t a r:oz.z 0 1972) である。 IQテストが個々の生徒遣に有効で

ある時ー文献に長ける IQ修正が主?とろえているとされている口しかし、最近一般の知能可能性を

もっ子供につ凶ても、彼のよみ学力を引上げる成功的在プログラム開発が可能で在いととを強く示

唆されている。よみの改善を伴う知能の改善がー諸に出来るという論文を支持している証拠はどと

にもをい由知能力が重要在変容の相と学問的発達に関係づけているのが考慮されたとは凶え、これ

らの能力が改善することろみは成功してまい。

したがって、乙のモデルは実際のよみの改善にはあまり役に立た在 ~o ヘンリーについて明らか

左情報をあたえられるモデルとして利用されたにとrまり、教育的に適切なプログラムが基本分折

されたのちは、とのプロセスモデルは無視され奇ように在った。

(訪問題分折モデk
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治療介在モデルの中でもっとも適切在のが職務分折アプローチである。とのモデルは子供達の学

問的学力の特別者部門につき、彼等がのぞましき教授的目的に向上しうる能力、態度、興味を決定

するためのものである白モデルにたいて構成ぎれてt.;;.る技術と態度がよみの能力の開発に直接位置

づけられ統制したものをもっと複合した用語行動として、教授的よみに関連していると強調する。

タスク舟折アプローチに必要1，i'のは、よみの教授的自的シーケンスの一般範盟を生成させるとと

である口ヘンリーの新授的プログラムは教苦手的目的に出合うヘンリーが最初の戦術を通じて新しh

次の段階の仕事す始める。もし彼の仕事が適当ですい場合、もフと効果的~教育教材、方法、教授

技術を探し続ける。ヘンワーの活動を観察し、教育目的が教授プログラムにあうまで彼のタスクを

評価する。

評価のプログラムは専門的諸技術、能力と稼度?助け、ヘンリーもまた、彼が既にもっているも

のにとれから符ょうと求めるものを同一化する o 標準化した基準的合提示測定が、平供の成:rjJを判

定する本のではすい。治療斡慢プロセスとしてのタスク介折は、教師と子供の間で構成きれた尊敬

と会・互いの理解により!務係が特徴付けられ7そ時、 もっとも効果的でありうる。とのシステムは知覚

の改替を認知する諾杓街帝らびに持能力子つける可能性を考躍する o プログラムに ~iへY リーを成

長き#発展きザるに、十介者方法や材料が織り込ずれている。

小物グループ止→習に仕事者ムするにつ営、適切芳モデルグヲ中で、他の eのモデルよりもとのモデ

Jレはもっとも生間的情カと行動の改善が集中的に行われるととを可穏にし、したがって、そのツス

テムは活発牝ずる口と円論す"I:Jよみ問題すがかえてt.;;.る小数グループ子供達と、ネっと効果的に仕

;揺をするに r~連した接準につき、 3 つの治療介在モデルを再考察し評価している o 望ましいタスク

・モデル・アプローチによりもクラス行動を注窯深く追求し、さなカに対応して変化している伶の問

贈を共に扱5。

どとで雪月るとトは滞去 10伍開、評価技法使用の効果について、溝切に用いられるべきである

ど去減草正明ざまった。主主物地区?の非公式含観察、提示された基準、提示きわた基準測定の使用がも

っと選択的iで漸進的ほ在ってしぺる。 3つのモデルすべてが、教師、行攻関係者、父母、その他関与

する'Ak巴よってをげかけられた疑問により正当に使用きれる白

-発表者が論議して来々評価実験は成功樫に、ヘンリーの地位向上を発展さぜ~ために役立ち、い

ろいろを技術と能力を饗t.;;.~人々を賢明にするととを助け、もっと効果的在教育プログラムの中で

精巣する決定す報告Lたものである。

かわりに

文化的に社舎的背景の異在る小数グループのよみ困難を明らかにする原因の究明について、 ζの

ケースでは 3つのモデルの舎かで問題分折モデルが、もっとも効果的に作用するのでは宕いかとい

われ.ている。とのそデ)vは子供達の学問的主主力の特別j在部門につき、彼等がのぞま L凶教授的目的

にまで向上しうる能力、態車、興味を決定するものとされる。

治療フ，0 セスとしてタスク分折は、教師と平供の聞に金ける尊敬と卦互いの理解によって関係が
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特徴づけられた時、もっとも効果的でありうる。
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